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≪平成 25 年度第 2 回理事会議事録≫ 
開催日時：H25 年 9 月 11 日(水)18：30～19:30 

場所：茨城県診療放射線技師会事務所 

出席理事： 横田 浩、長谷川光昭、鈴木達也、

小原孝夫、平井正幸、梶山裕晃、  

坂井朊夫、川村 拓、水木一弘、 

広瀬和夫、 村木一夫、宮本勝美、 

小仁所圭子、川又 誠、仲田智彦、

野澤哲也、波多野浩嗣 

監事 ： 中澤洋治、  

委任者： 舘野 誠、會澤 敏広、山下ひろみ  

議 長 ：横田 浩  

書 記 ：長谷川光昭  

出席理事 17 名、委任 3名で理事会開催規定を

満たすことが宣言され、議事に入った。 

【議事】 

【１】会長報告（横田） 

① 6/29、30 に横浜で開催された関東甲

信越診療放射線技師学術大会は、参加

者 690 名、演題 69 題、情報交換会 160

名であった。 

② 敬老の日の参加者（横田、長谷川、小

原、広瀬、水木、波多野） 

③ 放射線展  11/3 イーアス筑波で開催。

本部から 10 万円の補助金が出る。 

④ 核医学基礎講習会 11/17 県立医療

大学で開催 日放技 HP から申し込み 

⑤ 来年は当会の役員改選の年となるの

で、引退する理事は後任を推薦してほ

しい。 

【２】平成 25 年度茨城県診療放射線技師学術

大会について（鈴木） 

① 特別講演を県立医療大学の森先生に

依頼したい。 －川村理事より打診－ 

② 10 月のインフォメーション送付時に、

開催案内と演題募集を同封する。 

③ ランチョンセミナーのメーカー依頼。 

内容は３Dワークステーション 

テラリコン（平井）、AZE（平井）、

AMIN（川又）、FUJI（鈴木） 

【３】その他 

① 「放射線技師の仕事」のパンフレットは、

日放技で作成するので、被ばく低減委員

会では作成しない。 

② 9/8（日）予定のソフトボールについて

は、天候が悪く中止となった。（波多野） 

③ 「ときわ」48 号を 11 月に発行予定。学

術以外の原稿を募集中。Ａ４で 2 頁程度

で作成。今月中にお願いします。（小原） 

④ 県立医療大との懇談会内容報告（村木） 

⑤ 読影の補助に関する講習会 11/2 日(土) 

14 時から 県立医療大で開催（村木） 

⑥ 平成 26 年度関東甲信越学術大会のシン

ポジウム（医療安全）の内容について案

を出してほしい。（横田） 

次回日程 平成 26 年 1/10（金）とするこ

とを決定し、閉会した。 

 

 

 

 

 

≪ お 知 ら せ ≫ 

１．第 5 回乳腺研究会のご案内  
乳腺研究会では『第 5回乳腺研究会』を H25

年 10 月 12 日(土)14:00～16:40（13:30 より

受付開始） 開催会場：茨城県立医療大学 講

義棟 112 中講義室 （稲敷郡阿見町大字阿見

4669 番地 2）会費：会員 500 円 非会員 1,000

円で開催します。今回も『乳がん診断の基

礎』をメインテーマに置き、乳がん検査に携

わる上で知っていてほしい乳がん診断・治療

の実際についてご講演いただきます。 ご多

忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上

ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

 問い合せ：筑波大学附属病院 放射線部  

宮田 真理子 Tel：029(853)3729 

 

２．読影の補助に関する講習会 
日 時：H25 年 11 月 2 日（土）14：00～ 

場 所：茨城県立医療大学 中講義室 

内 容：１．救急医療における画像診断 

東京医科大学茨城医療センター  
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脳神経外科 斎田 晃彦 先生   

２．小児医療における画像診断 

茨城県立医療大学付属病院 

小児科 中山 智博 先生 

参加費：会 員 500 円、非会員 1,000 円  

チーム医療の実現の前提となる各医療スタッ

フの知識・技術の向上,複数の職種の連携に関

する教育・啓発の推進等の取組の一環として

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

3．第 32 回茨城県診療放射線技師学術大会

の開催および演題募集について 
日時：H26 年 2 月 23 日（日） 

会場：茨城県立医療大学 

   稲敷郡阿見町阿見 4669－2 

内容：特別講演、会員研究発表、学生研究発

表、シンポジウム、ランチョンセミナー 

演題申込先：茨城県診療放射線技師会事務所

（members@iart-web.org） 

第 32 回学術大会演題と明記し、抄録を添付し 

メールにて申込ください。 

※演題申込受領後，確認メールを送付いた 

します．申込後，1週間を経過しても確認メ 

ールが届かない場合は，茨城県診療放射線 

技師会事務所（029-243-6747）までお問い 

合わせください． 

演題申込締め切り：平成 25 年 12 月 27 日（土）

必着でお願い致します。 

本件内容に関する問合せ先： 

日立総合病院放射線技術科 鈴木達也 

E-Mail:tatsuya.suzuki.gh@hitachi.com 

 

《 行 事 報 告 》 

１．第 1 回 茨城県診療放射線技師会 

放射線治療技術研究会開催報告 
H25 年 6 月 15 日（土）筑波メディカルセン

ター病院において今年度第 1 回目の放射線治

療技術研究会を開催いたしました。今回は「標

準計測法 12」をテーマに医用原子力技術研究

振興財団の 矢島 佳央理 先生に「水吸収線量

校正の立ち上げ」の講演と 3 施設より実際に

校正を受けた施設の経験を発表していただき

ました。 

昨年より水吸収線量校正定数のトレーサビ

リティに移行し、空中校正から水中校正にな

ったことで不確かさの軽減が実現しました。 

特別講演では実際にユーザー線量計の校正

開始までの立上げ経験をされた矢島先生より

貴重な内容を講演いただきました。各施設の

経験の発表も合わせて、校正する側とされる

側の良い意見交換の場となりました。 

今回の参加者数は40名（内会員23名）でした。 

 

  
 

２．第 16 回常陸水戸画像診断研究会 

開催報告 
H25 年 6 月 22 日（土）14：00～17：15 常陸

大宮済生会病院 2階会議室にて開催した。 

参加者 43 名（会員 7名、医師 12 名、他 24 名） 

 症例報告 3演題、超音波の新技術と題して 2

社。特別講演は「乳腺・甲状腺超音波検査に

関する最新のトピックス～造影超音波と甲状

腺結節のガイドライン～」を自治医科大学附

属さいたま医療センター総合医学第一講座准

教授尾本きよか先生にお話しいただいた。 

 放射線技師からは coronary CT の画像処理

を通しての読影補助についてとβ遮断薬コア

ベータを使用した coronary CT、CR と FPD の

基礎評価の 3 演題が出された。盛りだくさん

の演題で質疑応答も活発に行われた。 

次回は 12 月予定。 

 

mailto:members@iart-web.org
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３．第 124 回 茨城県 RI 研究会開催報告 

H25 年 6 月 28 日 (金)・19 時～21 時、水戸

済生会病院 丹野ホールにおいて、第 124 回 

茨城県 RI 研究会を開催しました。 

参加者：27 名 (会員：16 名 非会員 11 名) 

内容：今回は、みんな気になる臨床症例と題

しまして、1.骨について 2.骨転移について 

3.症例といった内容のお話がありました。骨

シンチを撮影するにあたって必要になる知識

についても詳しく解説していただき、大変勉

強になりました。また、その後、水戸済生会

病院様が昨年に導入された新装置 Synbia E

の見学も兼ねて、核医学画像におけるモニタ

ーの違いによる画像評価についてのお話と、

それに伴うアンケート調査をおこないました。 

     （橋本 新吾） 

                             

４．第 8 回放射線安全講習会報告 
 H25 年 7 月 7 日（日）県北医療センター高萩

協同病院において第 8 回放射線安全講習会を

開催しました。今回は主に県北のコメディカ

ルを対象に、教育訓練として充当できる内容

で講義を実施しました。参加人数は会員14名、

非会員 12 名でした。 

 

 

 

５．第 93 回 超音波研究会 報告書 
H25 年 7 月 12 日（金）筑波学園病院におい

て第 93 回超音波研究会“症例から学ぶ”をメ

インテーマに症例検討会を開催し，各施設か

ら 4 症例をご提示頂きました(参加者：30 名) 

日立総合病院の木幡篤さんより“当院で経験

した褥瘡症例について”、土浦協同病院の中

邨友香さんより“二分脊椎について”、筑波

学園病院の津谷啓介さんより“鑑別に苦慮し

た膵腫瘤の一例”充実偽乳頭状腫瘍(Solid 

Pseudopapillary Neoplasm : SPN)について、 

東京医科大学茨城医療センターの千葉さち子

さんより“乳腺腫瘍の一例”について発表し

て頂きました。 

今回の症例報告は日常ではあまり経験出来

ない症例が多いこともあり、活発な質問や意

見交換が多く行なわれ有意義な会となりまし

た。          ＜文責 藤咲賢＞ 

 

６．第1回 MR研究会開催報告 
平成25年8月30日に水戸プリンスホテル小ホ

ールにて今年度1回目のMR研究会が行われた。 

金曜日の夕

方6:30開始

にもかかわ

らず、会員

33名、非会

員17名計50

名の参加で

あった。 

内容は、テ

ルモ(株)か

ら造影剤の

安全性につ

いて、東芝

から心臓の

MR検査につ
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いて、また特別講演としてさいたま市立病院

の藤田功先生にシーケンスの最適化について

講演をして頂いた。次回は来年2月ごろを予定

している。 

 

７． 敬老の日 老人ホーム慰労会報告 
平成 25 年 9 月 16 日（月）敬老の日 常陸大

宮市 『スプレールみのり』において、毎年

恒例の慰労会が行われました。ギター弾き語

り、フルート演奏、椅子ヨガ、輪投げによる

景品取りなど、台風 16 号の近づくなか楽しく

行われました。 

 

８．ソフトボール大会報告 
朝からの雨の為中止になりました。楽しみ

にしていたチームの方々、また来年の参加を

お待ちしています。 

 

《 会 員 動 向 》 

１．会員数… ６９２名 （2013.9.26 現在） 

２．入 会 

木村 敦 JＡとりで総合医療センタ― 

高野秀喜 水戸済生会総合病院 

山中夏美 友愛記念病院 

井上さや 友愛記念病院 

大木祐弥 古河赤十字病院 

江畑里美 古河赤十字病院 

落合智美 古河赤十字病院 

片柳翔太 結城病院 

蔵持隼人 結城病院 

尾崎道晴 龍ヶ崎済生会病院 

長瀬拓也 龍ヶ崎済生会病院 

福島聖之 龍ヶ崎済生会病院 

鈴木正人 龍ヶ崎済生会病院 

坂井徹也 龍ヶ崎済生会病院 

東 直輝  (株)日立製作所日立総合病院 

内山和広 茨城西单医療センター病院 

青山健彦 茨城西单医療センター病院 

渡部将典 筑波大学附属病院 

上野貴和 西山堂慶和病院 

大森一輝 土浦協同病院 

椎名 昭 土浦協同病院 

鈴木信也 白十字病院 

岡 正晶 勝田病院 

草薙健太郎 茨城県立医療大学 

富永大智 日立製作所ひたちなか総合病院 

安田裕丈 総合守谷第一病院 

廣地卓也 県北医療センター高萩協同病院 

 

≪会費等納入規程≫ 
第１条 この規程は、定款第７条に定める入

会金および会費の納入について定める。 

第２条 入会金は無料とする。 

第３条 正会員の年会費は、11,000円とする。 

  ２ 技師免許登録年度内の年会費は、 

5,000円とする。 

  ３ 再入会時の年会費は11,000円とする。 

  ４ 賛助会員の年会費は、法人は30,000

円、個人は11,000円とする。 

第４条 会費納入は本会指定の納入方法によ

り納めるものとする。 

２ 納入期限は、当該年度の９月３０日

とする。但し、新入会および年度途

中の入会者はこの限りではない。  

第５条 納入期限までに会費を納入しない会

員は、会員としての権利を一時的に

停止するものとする。 

第６条 納入期限後に会費納入をおこなった

場合、納入時点からすみやかに会員

としての権利を回復するものとする。

ただし、未納であった期間に遡及し

て、その権利の行使を要求すること

はできない。 

第７条 正会員が療養等のため１ヵ年以上離

職した場合は、本規程の定めるとこ

ろにより会費納入の免除の取扱いを

受ける事ができる。 

  ２ 前項の規程に基づき会費納入免除の

取扱いを受けようとする者は、会

費納入免除申請書を添えて申請す

るものとする。 

  ３ 上記第１項は、理事会の承認を得る

こととする。 

  ４ 本規程の会費納入免除は、２ヵ年を

超えないものとする。 

  ５ 本規程による会費納入免除されたも 

のは、免除期間中会員の権利を停止 

するものとする。 

 詳細はHPをご覧ください。 


